
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

６月４日～１０日は『歯と口の健康週間』です！

もしかすると６月４日の『むし歯予防デー』をご

存知という方も多いかも知れません。 

 

「６（む）４（し）」にちなんで、この日を歯の

健康を考える記念日とされたのは、実は第二次世

界大戦よりも前のことです。 

 

学校でもむし歯予防の啓蒙活動に力を入れてい

るので、授業の一環で標語を作ったり、ポスター

を描いたことがある方もいらっしゃるのでは？ 

 

以前は『歯の衛生週間』という名称で呼ばれてい

ましたが、２０１３年からは『歯と口の健康週間』

という呼び方になりました。 

 

 

 

 

 

ひとことで『歯周病』と言っても、その症状はさ

まざまです。他の病気と同じように、進行ととも

に現れる症状も異なります。 

 

歯周病は、大きく分けると「歯肉炎⇒歯周炎」と

徐々に症状が進行していく病気です。 

 

今回は歯周病の初期段階「歯肉炎」にフォーカス

してお話をしていきましょう。 

 

歯肉炎は、歯周病菌（プラーク中に含まれる細菌）

が付着し増殖することによって、歯肉（歯ぐき）

が赤く腫れて炎症を起こしたり、歯みがきで出血

したりします。 

 

歯肉炎の初期段階では、歯と

歯の間の歯肉（歯ぐき）が炎

症を起こすだけで、自覚症状

はほとんどありません。 

これは『むし歯』だけでなく、『歯周病』や『歯

ならび』など、お口の中全体の健康にも関心を向

ける時代になってきているということでしょう。 

 

むし歯はもちろん、歯とお口の健康について、気

になることがございましたら、いつでも気軽に相

談してください！ 

 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

 

仮に自覚症状があっても、歯肉（歯ぐき）が腫れ

ることなんてそう大きな問題ではないと思って

放っておかれてしまうことも多いものです。 

 

こうして放っておくうちに歯周組織が侵される

歯周炎へと発展してしまいますので、歯肉炎の段

階で早めに治療を行うことがとても大切です。 

 

この歯肉炎の段階で治療を行えば、歯周病を治す

ことも可能です。 

 

一方で、他の病気と同じように、症状が進行すれ

ばするほど治療は困難になります。 

 

お口の中の異常を感じたら早めに歯科医院で診

察を受けるようにしましょう！ 

 

歯周病の『早期発見』を心がけてください！ 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．４４ 

歯周病って？（６） 

しらき歯科クリニック 
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